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会学 の 学問 的限界 を示 す もの で あろ う。

　 しか し非行を理 解し非行問題を打開す

るた め に は ，全 般的理 鰍 こ もとつ く提言

は もち ろん ， 個 々 の 問題状況 の 打開に 資

す る こ と も必要で あ る。そ の た め に は 社

会学的限界を こえた 学際的研究 ， と くに

心理 学 との 提携が必要 とな る 。 例 えぽ著

者は少年の 非行化 過程 を心理 学的側面 と

社 会学的側面に 分け ， 前 者 の 解 明は 心理

学者に ゆだね る と してい る。 本 書が伝統

的な社会学的研究で ある以上 ， それ は そ

れ とし て 正 し い 。 しか し人 間は 心理 ・社

会的存在で あ り， そ の 行動 も心 理 ・社会

的 ダイ ナ ミ ズ ム とし て 捉 える こ とが 必要

で あ る 。 問題 的社会条件 に 接触 して も行

動が 分化 して くるの は 人格を媒介 と して

い るか らで ある 。 した が っ て ， 今後非行

問題の 研究 aux 関連諸科学 の 学 際的研究

が極め て重要 とな っ て くるで あろ う。
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　科学 ， ある い は 一般に 学 問研究の 重要

性に つ い て は ， さまざまな立場か ら数多

くの 発言が な され て い る 。 しか し ， 研究
の 現場 で ある大学や研 究機関 が ， 実際 に

分析の 対象 とされ る こ とは 必ず し も多 く

な か っ た 。

　編者は ， きわ め て 早い 時期か らこ の よ

うな問題 こ 実証的に 取 り組ん で きた ， 日

本の 代表的な研究者の 一人で ある が ，
こ

の た び標記の 二 冊を あ い つ い で ヒ梓 し

た 。

　 こ の ＝二著は い ずれ も ， 社会集団ある い

は 職業集団 と して の 科学者を 取 り扱 うも

の で ある 。 と くに ， 研究の 場 として の 大

学を主た る研究対象 とす る もの で あ る 。

両著は ， 編者が 同
一

で あ るぼ か りで は な

く， 著者の 構成 もか な り共通で ある 。 す

なわ ち執筆者は ，　 『大学 教 授職 の 総合 的

研究』が 13名 ， r学問の 社会学』 が 14名
で あ るが ， 10名が共通で あ る 。 しか し ，

内容上 の 重複が あ るわ けで は な く， む し

ろ か な り異な っ た 指向性の もとに 取 りま

とめ が な され て い る 。
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　『大学 教授職 の 総 合的研 究』 は ，副題 を

「ア カ デ ミ ヅ ク ・ブ 卩 フ ェ ッ シ ョ
ン の 社

会学」 とい い ，構 成は つ ぎの よ うで あ る 。

　第 1部 「ア カ デ ミ ッ ク ・プ ロ フ m ッ シ

ョ ン の 理 論研究」 は ひ とつ の 章か ら構成

され ，先行研究の 三 つ の 流れ が整理 され

る 。 す なわ ち ， 専門職の 社会学の 一
環 と

し て の ア カ デ ミ ッ ク ・プ Tコ フ ェ ッ シ ョ
ン

の 社 会学 ， 高等教 育 （大学）の 社会学 ，

科学社会学 ， の 三 つ で あ る。 それを護． ま

え て ， ア カ デ ミ ッ ク ・プ ロ フ ェ ッ シ ョ ン

の 特徴が ， 科学 的知識の 生産を 目的 とす

る ， 対人サ ービ ス を 目標 と しな い ，他 の

プ p フ ェ ッ シ ョ ン の 養成機能 を もつ ，な

ど五 つ に 要約 され る 。

　第 H 部以降は 実証分析が 行われ る 。 第

H 部 「大学教授市場 の 実証的研究」は 四

つ の 章か ら構成 さ れ る 。 第 2 章で は ， 編

者が 20年前 に 調査 した大学教授市場（『日

本 の 大 学教授市 場』所収）が ， 大学の 急
成長 と ともに い か に 変化 した か が追跡 さ

れ ， こ の 20年間 に 大学 教員の 出身大学が

分散化 した こ とが定量的 に 明 らか に され

る 。 第 3 章で は ， 大学教授の キ ャ リ ア ・

サ イ ク ル
， 移 動の メ カ ニ ズ ム が 分 析 さ

れ ，それ らが大学教授市場 の 変動， と く
に 成 長率 に よ っ て 強 く規定さ れ る こ とが
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明 らかに され る 。 第 4 章では 女性研究者
の 問題が取 り上げ られ ， 女性 研 究 者 の

数，出身大学， 地位 ， 勤務大学 ， 研究費
配分， な どが分析 され る 。 第 5章 で は オ

ーバ ー ・ド ク タ ー
問題が扱われ ， 博士 課

程修了者 の 就職 状況 ， オ ーバ ー ・ドク タ

ーの 規定要因 ， な どが 分析 され る 。

　第 皿部 「学老 ・学問の 歴史的 ・ 実証的
研究」 は 三 つ の 章か ら構成され る 。 第 6
章で は ， 明治か ら現 在に い た る， 15名の

著名な 日本の 社会学者の 自伝 ・
伝記資料

を用い て ， 彼 らが社会学者 とい う進路 を

選択 して い く過程 が 分析 され る 。 第 7 章
で は ， 日本の さ ま ざ ま な学会の 歴 史 ， 規
模 ，活動状況 な どが 数量的に 分 析 さ れ

る 。 第 8章で は ， 日本 の 教育社会学を事
例 と して 取 り上 げ ， 引用分析 の 手法を用
い て ， 研究者間の ネ ッ ト ワ ー ク が分析 さ

れ る 。

　第IV部 「大 学教授お よ び高等教育の 国
際比較」 は三 つ の章か ら構成 され る 。 第
9 章で は ， ア メ リカ ， イ ギ リス な ど六 か

国を 中心 と して 実施 した 国際的な社会調
査 の結果か ら，大学教授の 経歴研究が行
わ れ る 。 彼 らの 出身階層 ， 中等教育 ， 学
位 取得過程 ， 教授任用 過程 ， 數 授 の 社会

的地位な ど の 分析か ら， 大学教授の 経歴

が エ リ ー i・型か 大 衆型か とい う軸に お い

て 各国が類型化 され る 。 第 10章 で は ， 日

本で あま り知 られ て い ない ソ ビ エ トの 大

学教授が紹介 され る 。 第11章で は ， 大学

教授に よ っ て な され る地域社会サ ービ ス

の 先進的な例 とし て ， イギ リ ス の n ン ド

ン大学構外教 育部 が紹介 され る 。
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　い っ ぽ う ア学問 の 社会学』 は
， 科学社

会学を 中心 に す えた取 りまとめ が な され

て い る 。 こ こ に は ， 独 自の ね らい が い く

つ か 込 め られて い る 。 第一一
は ， 従来の 科

学 祉会学 の 対 象を拡張 す る こ とで あ る。

す なわ ち 「ふ つ う科学社会学の 対象 とす

る科学 は 自然科学 ， それ に 若干 の 社会科

学に す ぎな い が
， 大学 に お け る研究 活動

は も っ と広 範な学問分野，特に い わ ゆ る

書 評

人文科学を含」 むか らで ある 。 第二 の ね

らい は 専門分野の 相互関係の 分 析 で あ
る。 科学 と社会の 関係が 研究 され る とき
に ， 科学 と個 々 の 専門分野が しば しぼ 同
一

視 され るが ， 専門分野は 必 ず しも独立
完結 した 実体 で は な い か らで あ る。 第三

点は
， 大学制度の 変化な どの 歴 史的次元

の 導入 で ある 。

　 こ うした問題意識に もとつ い て ， 第 1
部 「基礎理論 」で は 7 章に わ た っ て ， こ

れ まで の 科学社会学 の 整理 が 行わ れ る 。

第 1章で は ， 欧米を中心 と した 科学社会

学 の 研究動向が概 観 さ れ る。 第 2 章 で

は ，
マ ー

ト ン の 研究 成果か ら ， 科学の エ

ト ス
， 報償体系論 科学 者集団の 概念な

どが整理 され る 。 第 3章で は ， 日本 に お

ける科学社会学の 研究動向が 概 観 さ れ

る。第 4 章で は
， 科学社会学に お け る数

量的研究の 成果 として ， 科学 の 生 産性の

分析 ， 報償体系の 分析，引用分析，な ど

が 整理 され る 。 第 5 章で は ， 科学者の 選
抜 と社会化に 関 して ， 科学者 の 動 機 づ

け ， 行動様式 ， 社会化過程 ， 学界内部で

の 地 位達成 ， な どが整理 され る 。 第 6 章
で は 大学組織に お け る 権限の 所在 ， 大学
に お け る管理運営活動 と研究活 動の 分担

関係な どが取 り扱われ，第 7 章で は ， 知

識人 として の 科学者が取 り扱わ れ る 。

　第 H 部 と第H【部で は 事例研究が行われ

る 。 い ずれ も本書の ね らい に もとづ き，

自然科学以外の 領域 が取 り上 げ られ る 。

　第 H 部 「事例研 究 ： 教脊社会学 の 社会
学」 は 6 つ の 章か ら構成 され ， まず第 1
章 で 分析枠組が提示 され る 。 すなわ ち ，

科学の 発達に 対す る影響の 類型 と して ，

a ）影 響源の 所在が科学制度の 内部か外
部か ， b ）影響の タ イ プが 知的な もの か

社会的な もの か ， を組み 合わ せ た 四類型
が 区別 され る 。

　っ つ く各章 に お い て ， 影 響 の 各類型が

検 討され る 。 第 2 章で は ， 科学 制度内の

知的影響 として ， 外 国か らの 影響 ， 隣接

分野 か らの 影響 な どが検討 され る 。 第 3
章 で は 科学制度外 か ら の 知的影響 と し
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て ， 世論 ・社会意識 ， イ デオ ロ ギ ー
， な

どの 影響が検討 され る 。 第 4 章で は ， 科

学制度内の 社会的影響 と して ， 教育社会

学 の 講座 ・研究室の 成立 ， 研究者の 所 在，

研究者の 世代や 出身大学に よ る研究ス タ

イ ル の 差 ， な どが 検討 され る 。 第 5 章で

は ， 科学制度外か らの 社会的 影 響 と し

て ， 社会変動お よび教育事象の 変化に も

とつ く影 響が検討 され る 。 第 6 章 で は ，

こ れ らを 総合 して ， 教 育社会学 の 発達過

程 が歴史的に 整理 され る 。

　第皿 部 「事例 研究 ： 日本研究 （日本学

の 研究）」 も， 第 H 部 と同様な枠組に も

とつ い て 分析が な され る 。 第 1 章 で は ア

メ リ カ に お ける 日本研究 の 発達が ， 第 2

章 で は ，
ヨ
ー n ッ パ （ソ ビ エ トを含む）

に お け る 日本研究の 発達が検討 され る 。
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　以上 ， きわ め て 簡 栄に 要約 す る な ら

ぽ ， 『学問の 社会学』が科学者の 社会集

団 として の 側面を ， r大学教授職の 総合

的研究』 が職業集団 として の 側面を主 と

して 取 り扱 っ て い る とみ なす こ とがで き

よ う。

　両著に 共通す るきわ め て 大 ぎ な 特 微

は ， 科学 な い し学問を ， 大学人に よ っ て

大学で 行われ る活動 として と らえ る枠組

に あ ると思わ れる。 した が っ て両 著を 適

切に 評価す る た め に は ， 上 記の よ うな枠

組を選択 した こ とに 起因す る得失と ， こ

の 枠組をふ まえた うえ で の 評価 とをわ け

て み る こ とが よ い で あろ う。

　第
一

点に か か わ る大 きな成果 の ひ とつ

は ， 科学社会学の 対象を拡張 した こ とに

求め られ よ う。 こ の こ とは ， 『大学教授

職の 総合 的破究』 が大学の あらゆ る学部

・専門 分野を分析対象 とし ，　『学問の 社

会学』 が 自然科学 以 外の 分野を事例研究

の 対象 とし て い る こ とな どに あ らわれ て

い る 。

　そ の 結果 ， 自然科学 とは かな り異な る

社 会科学 の 特 徴が 見出され て い る よ うに

思わ れ る 。 た とえ ば ，　『学 問の 社会学』

に おけ る事例 研究の な か で ，教育社会学

に 対 す る科学制度内外か らの 知的影響 と

して ， 隣接分野 （た とえ ば先進分野）か

らの 影響 ， 世論 ・社会意識や イ デオ ロ ギ

ーの 影響な どがか な り大き く取 り扱われ

て い る 点で あ る 。 『学問の 社会学』 は ，

自然科学 と社会科学 の 比較を正 面か ら行

うこ と1・こは慎 重 で あ るが，今後の 展開を

期待した い
。

　 しか しな が ら ， 大学に 焦点を しぼ っ た

結果 ， 両著に は 大学外 で な される研究に

か か わ る記述は 少な い 。 い わ ゆ る在 野 の

研究活動を別 とし て も， た とえば 自然科

学 ， 工学 で は ， 国公立研究磯関や 産業界

で 行わ れ る研究 も重要 で あ り， そ こ に は

大学 とは 異な る問題が存在す る 。
こ の よ

うな問題に 関心 を持 つ 読者は ， 両著に 掲

げ られ た 参考文献 を さ らに 参照 す る必要

が あろ う。

　第二 点 とし て ， 大学 に おけ る学 問 の 分

析に 関 して ， 両著は どの よ うな貢献 をな

して い るで あろ うか 。 結論か らい えぼ ，

両著の 貢献 は きわ め て 大 きい 。

　 まず理論的な 側面か らい えぽ ， 『学問

の 社 会学』 の 第 1部に お ける基礎理論の

整理 は ，
マ ー ト ン 学派を中心 とし て か な

り包括的 で あ る 。 『大学教授職の 総合的

研究』 の 第 1部 も ， 先行研究の 要領の よ

い ま とめ とな っ て い る 。

　また実証的 な側面か らい えば ， 大規模

な数量 デ ータ の 分析 と， ケ
ー

ス ・ス タ デ

ィ や歴 史 的分析がた くみ に 組み 合わ せ て

用 い られ て い る 。

　数量的分析に つ い て は ， と くに 『大学

教授職 の 総合的研究』 の 第 ∬部が圧巻 で

あ る 。 こ こ に は ， 大学職員録 ， 研 究者 ・

研究課題総覧 ， 大学卒業生名簿な ど ， き

わ め て 信頼性 ， 網羅性が高い と考え られ

る情報源か ら独 自に デ ータ を起 こ し ， 時

系列的な数量分析を行 っ た 結果 が数多 く

含 まれ て い る 。 こ れ らは ，他に 例 を見な

い 貴重な成果 で あ り， こ の 研究領域 の 基

礎 デ ータ とな りうる もの で あ ろ う。

　 なお ，両 著に は ，学問 の 生 産性 に 関 す

る 実証分析が含ま れ て い な い が ， こ の よ
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うな分析は ， 同 じ編者の r学者 の 世界』

に お い て な され て い る 。

　 以上 の よ うに 両著は ， 編著で あるに も

か かわ らず内容がか な り整合的で あ り，

し か も分析が きわめ て 克明か つ 包括的で

あ る 。 また ， 領域 自体が発展途上 に あ る

とい う事情に よ っ て ， 両著は， きわ め て

多 くの 研究課題ある い は 材料を ， 読者に

提 供す る もの とな っ て い る 。 こ の 領域 に

関心を もつ 読者は ， 両著か ら， さまざ ま

な ヒ ン トを ， 場合に よ っ て は 著者 とは 異

な る議論 の 可能性を ， 見 出す こ とがで き

よ う。 こ の こ ともまた ， 両著の 大きな貢

献 で あ る と考え られ る 。

　新堀 氏を 中心 と した グ ル
ープの ほ か に

も， 科学社会学に 関心 を持 つ 若手研究者

が ， 社 会学， 科学史な どの 領域で 増え つ

つ ある と聞 い てい る 。 両著の 成 果を基礎

として
，

こ の 研究領域が さ らに 発展する

こ とを願 っ てや ま ない 。

　なお
， 『学問 の 社会学』の 第 工部 と第 H

都は
， 同 じ編者の 『科学社会学の 研究』

を 「大 幅に 増補改訂 した もの 」 で あ る。

こ ち らに つ い て は ， 本誌第37集に潮木守
一

氏が書評を行 っ て お られ る こ とを付記

して お く。

　
＊
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『少年 非行学 』

科 学 警察研究所 星 野 周 弘

　伝統的実証主義学派 の 非行原因論は ，

現代の わが 国で は，た い て い 多元的な原

因を 想定し て い る よ うに 思わ れ る 。 多元

的 原因論 で は ，   非行の 要因群があ り，

そ の 中か ら個 々 の ケ
ー

ス に よ っ て 異な る

一
要因が作用 して非行が 生ず る の か ，  

あ る複数の 要因の 組み合わ せ が で きた と

き， は じめ て それが非行を発生 させ る よ

うに は た ら くの か ， な どの 問題が 整理 さ

れ て い な い こ とが 多い
。

こ れ に 対 して統

合的原因論は ，や は り多元的な要因を仮

定す るが ， そ の それ ぞれ に 共通する 要素

を相亙 に 関連づ けて 一次元の もの に ま と

め あ げるか ， そ の 共通の 要素を論理 的に

抽象化す るか して ， それ に よ っ て 非行の

発生過程を 決定論的 に 説 明 し よ う と す

る 。 した が っ て ， 統合的原因論は 多元的

原 因論に 比 べ て 具体的 で あ り， 説得的で

あ るが ， 今 日の 統 合的原因論 の 多 くは ，

そ の
一

般的妥当性を実証す るた め の 手続

きを 明自に しな い とい う欠陥を もっ て い

ろ 。

　本書 は ， 教師 ， 親 ， 少年保護関係者な

どの た め に ，非行の 原 因や対 策をわ か り

や す く記述 した 解説書 とい う性格を も も

っ て い るが ， 本書の 最大の 特色 は ， i生格 ，

知 能 ， 家族 ，学 校，地 域 社会な どに か か

わ る非行の 多元的な要因を 実 証 的 に 示

し ， そ の 多元的要因に 共通す る要素 と し

て 「人間疎外」 を抽出 し ， こ れを 主要な

説 明概念 として 非行の 発生過程を統含的

原因論の 立場か ら説明 し よ うと した こ と

に 求め られ る 。 か つ て ヒ ー リー （Healy，

W ．）は ， す べ て の 非行に 妥当す る説 明要

因 と して 「情動障害」 を指摘 した が，著

者 は これ を凌い で は る か に 説得的な新 し

い フ レ イ ム ・オ ブ ・リ フ ァ ラ ン ス を 実証

的な か た ち で提供 し て お り， そ の 意味で

本書は 創造的で もある 。
こ の 点で ， 本書

は 非行問題 の 専門的 研究 者に と っ て も一

読 に 値す る もの だ とい え る 。

　 こ れまで ， 非行 の 原因に つ い て は ， 精

神医学 ， 生物学 ， 社会学 ， 心 理学 ， 教 育

学な どの 分野で それ ぞれ に 研 究 され て き
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